
しながわ防災学校は､ 防災区民組織､ 事業者､ 区民の皆さまのための学校です。

「防災区民組織コース」、「事業所コース」、「家庭・区民コース」、「防災カフェ」、

「地域実践コース」の全５コースを開講。様々な講義や体験を通じて、防災に関する知識や

技術の習得を図り、しながわの地域防災力を向上させる人材として、「しながわ防災リー

ダー」を育成します。

事業所コースとは

事業所として日頃から災害に備え、発災時は事業所に一員として災害対策を実施することができる人

材を育成するためのコースです。

個人で参加する『基本編』、『応用編』と、区内事業所単位で実施する『出張編』の３つのメニュー

を用意しています。

費用は

無料

主 催

H P

facebook

運営事業者

品川区防災課啓発・支援係（電話：03-5742-6696）

株式会社サイエンスクラフト

電 話

https://www.facebook.com/shinagawa.bousaigakkou/

https://bousaigakkou.city.shinagawa.tokyo.jp/

03-6380-9062

03-6380-9064ＦＡＸ

facebook

ＨＰ

QRコード

募集案内

事業所コース
しながわ防災体験館
「しながわ防災体験館」は、東日本大震災の教訓などを踏まえ、災害から生き延びるこ

とを目的として、災害時の正しい知識や技術の習得と防災意識の向上が図れるよう、防

災センター２階を全面的に改修した施設です。

場 所
品川区役所 第二庁舎
防災センター２階
品川区広町2-1-36

交 通

⚫ JR線・東急線・りんかい線
大井町駅徒歩8分

⚫ 東急大井町線下神明駅徒歩
5分

開館時間 午前９時～午後５時

休館日
月曜日・土曜日・祝日・年末
年始



募集概要

基本編
事業所として取り組むべき基礎的な対策や、事業所の一員として
平時・災害時に取り組むべき活動について学ぶメニューです。

受講者の声

応用編
事業所として防災対策を進めたり、災害時に対応に当たる上で、
必要な知識・スキルについて学ぶメニューです。

⚫ 大規模災害時の被害や影響

⚫ 発災直後に職場で必要な対応

⚫ 一斉帰宅の危険と職場に留まる
必要性（帰宅時の留意点）

⚫ 事業所として取り組む防災対策
と参加の必要性

⚫ 事業所の一員として平時から備
えておくべきこと

⚫ 地震体験車への乗車、屋内消火
栓を使った消火体験、ＡＥＤ体
験 など

＜学習内容＞

受講者の声
⚫ 大規模災害が企業活動や従業員
に及ぼす影響

⚫ 帰宅困難者の発生と安全確保の
必要性（一斉帰宅の抑制）

⚫ 事業所における初動対応とポイ
ント（事業所防災計画）

⚫ 事業継続の計画検討とポイント
（事業継続計画）

⚫ 事業所として実施する日頃から
の備えや教育・訓練 など

＜学習内容＞

受講者の声

＜実施テーマ・学習内容＞

⚫ 首都直下地震発生時の被害や影響

⚫ 災害発生直後の対応の流れ

⚫ 状況や場面に応じた身の安全の確保 など

事業所コース概要

出張編
講師が事業所に出張し、事業所において関心の高い防災テーマに
沿って、講義や演習（ワークショップ）を実施するメニューです。

基本編 応用編 出張編

実施日時
令和元年7月24日（水）
午後２時～午後５時

令和元年9月25日（水）
午後２時～午後５時

実施事業者と調整の上決定し
ます。
※会場をしながわ防災体験館

で実施することもできます。実施場所 しながわ防災体験館 しながわ防災体験館

対象者
これから防災に力を入れてい
く区内事業所向け

ＢＣＰ（事業継続計画）の策
定を検討している、もしくは
策定中の区内事業所向け

区内事業所向け

募集期間
令和元年５月11日（土）～
６月28日（金）

令和元年５月11日（土）～
８月30日（金）

令和元年５月11日（土）～
６月28日（金）

募集定員 20名（先着） 20名（先着） １社（抽選）

HPまたはお電話によりお申し込みください。
※お問い合わせ先は、裏面に記載しております。

１災害対応に必要な基礎知識

⚫ 事業所における初動対応とポイント

（初期消火、救出・救助、AEDの活用など）

⚫ 従業員・来客者の安全確保、施設内待機

⚫ 地域との共助 など

２事業所としての初動対応

⚫ 大規模災害が企業活動に及ぼす影響

⚫ 事業継続の意義とポイント

⚫ 継続的改善を通じた備えの推進 など

３事業所における「事業継続」

胸骨圧迫の心肺蘇生法の演習、AED
装置の使用方法、屋内消火栓の使用、
演習は貴重な体験でした。

災害発生時は72時間帰
宅ができないことに驚
きました。

社員一人一人の意識を
高める必要性を強く感
じました。

自社の事業継続計画について考え
直す機会になった。これを機に、
社内で見直しを行いたい。


